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千厩病院組合説明会

中央支部組合説明会

一戸支部組合説明会胆沢支部組合説明会・歓迎会

遠野支部組合歓迎会

中部支部組合説明会

釜石支部組合説明会

　4月から本部専従役員になりました。
中央執行委員の○○○○○です。
　職場の声を聞き、職場環境の改善にむ
け取り組んでいきた
いと思っています。
私自身まだまだ分か
らないことが多いた
め、ご指導・ご助言
よろしくお願いいた
します。

新年度がスタートしました。
各支部で新採用者＆転入者のみなさんを迎え、
組合説明会や歓迎会が開催されています。

磐井支部組合説明会
宮古支部組合説明会・歓迎会

新専従役員紹介新専従役員紹介
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人手不足は深刻！
夜勤改善と大幅増員が喫緊の課題
〜岩手医労連看護対策委員会が記者会見〜

　

岩
手
医
労
連
看
護
対
策
委
員

会
は
、
４
月
13
日
、
昨
年
５
月

に
取
り
組
ん
だ
「
看
護
職
員
の

労
働
実
態
調
査
」
結
果
に
つ
い

て
記
者
会
見
で
公
表
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
や
岩
手
日
報
な
ど
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
医
労
を
含
む
岩
手
医
労
連

は
、
全
国
の
取
り
組
み
の
提
起

に
呼
応
し
て
１
９
８
８
年
以
降
、

約
５
年
に
一
度
、「
看
護
職
員
の

実
態
調
査
」
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
（
前
回
は
２
０
１
３
年
実

施
）。
今
回
、
岩
手
医
労
連
は

１
８
２
６
人
分
を
集
約
。
そ
の

う
ち
、
岩
手
医
大
教
職
組
と
県

医
労
が
89
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
の
内

容
と
し
て
、「
１

年
前
と
比
べ
た
仕

事
量
は
「
大
幅
に
増
え
た
」
が

24
・
２
％
、「
若
干
増
え
た
」

38
・
４
％
と
あ
わ
せ
る
と
62
・

６
％
、
６
割
以
上
が
増
え
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。「
疲
れ
が
翌

日
に
残
る
こ
と
が
多
い
」
54
・

８
％
と
、「
休
日
で
も
回
復

せ
ず
、
い
つ
も
疲
れ
て
い
る
」

26
・
３
％
を
あ
わ
せ
た
、
い
わ

ゆ
る
「
慢
性
疲
労
」
は
、
81
・

１
％
。
自
ら
の
健
康
に
つ
い
て

は
「
健
康
に
不
安
」
が
最
も
多

く
56
・
４
％
、「
大
変
不
安
」

は
12
・
２
％
、「
病
気
が
ち
で

健
康
と
は
言
え
な
い
」２
・
９
％

を
あ
わ
せ
る
と
71
・
５
％
に
も

職場の実態を報告する○○○中央執行委員

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
割

が
薬
を
常
用
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
で
の
強
い
不
満
、悩
み
、

ス
ト
レ
ス
で
も
全
産
業
よ
り
も

13
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
68
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
休
日
の
過

ご
し
方
で
は
、多
い
順
に
家
事
、

睡
眠
、
育
児
・
子
ど
も
関
係
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
の
約
３

割
が
「
仕
事
を
や

め
た
い
と
い
つ

も
思
う
」
と
答
え
、「
時
々
思

う
」
を
あ
わ
せ
る
と
約
８
割
が

仕
事
を
や
め
た
い
と
思
い
な
が

ら
働
い
て
い
る
実
態
が
浮
か
び

上
が
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、「
人
手
不
足
で
仕
事
が
き

つ
い
」、
次
い
で
「
思
う
よ
う

に
休
み
が
取
れ
な
い
」「
夜
勤

が
つ
ら
い
」
の
順
で
す
。

　

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
は
、

ま
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

強
い
健
康
不
安

深
刻
な
人
手
不
足

仕事をやめたい　81.0％

慢性疲労　81.1％

県医労は岩手医労連・全国と比べても、より深刻
― 2017年看護職員実態調査 ―

項　　目 県　医　労
（801人）

岩手医労連
（1,826人）

全　　　国
（33,402人）

パワハラ 41.6% 39.4% 29.0%

健康不安 73.7% 71.5% 67.6%

患者・家族の
クレームへのストレス 79.9% 77.5% 74.0%

仕事を辞めたいと思う 80.5% 81.0% 74.9%
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３
０
０
０
万
署
名

　

岩
手
医
労
連
執
行
委
員
会
は

４
月
17
日
の
昼
時
間
に
、
岩
手

公
園
・
亀
が
池
前
で
「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
生
か
す
全

国
統
一
３
０
０
０
万
署
名
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
安
倍
政
権

へ
の
不
満
の
声
と
と
も
に
、
45

分
間
の
取
り
組
み
で
44
筆
の
署

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　働くもののいのちと健康を守る岩手県セン
ターは、４月７日（土）に学習会と代表者会議を
開催しました。
　学習会は、全労連副議長の岩橋祐治氏が「な
んのため、だれのための『改憲』・『働き方改革』？」
というテーマで講演。安倍内閣が強行しようと
している改憲の危険性と、前日に国会に上程さ
れた「働き方改革」法案で、時間外労働の上限
が過労死ラインとされている問題などを解説。
改憲発議を許さず、「働き方改革」法の廃案と、
安倍内閣の退陣をめざそうと締めくくりました。
　その後、4つのグループに分かれ、講演の感
想や職場での問題を交流。「学習すると元気にな
る」などの感想も聞かれました。引き続く代表
者会議で、今後の取り組みを確認しました。

　４月11日、全国市民アクション岩手の会は、
盛岡市内丸「緑地公園」で安倍内閣の退陣を
求める緊急行動を開催し、130人が参加しまし
た。集会では、野党４党からの決意表明が行
われ、集会アピールが読み上げられました。
　集会後は雨の降る中、「責任逃れは許さない」
「首相案件ってなんですか」など、怒りの声を
あげながら、市内をデモ行進しました。　

ABE OUT!
4.11緊急大行進
MORIOKA

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
生
か
す
全
国
統
一

家族にもこの署名の
話をしてみます

知は力！
学習して元気になりました

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
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女性部

　いわて労連女性部とピースアクションいわ
ては３月21日、「おしゃべり憲法ランチ」を、
盛岡市の「三寿司」で開催。25名が参加しま
した。ランチをしながら「９条改憲って何？」
のＤＶＤを視聴。グループに分かれて、なぜ
９条が大事なのかなどを話し合い、それぞれ
が自分の訴えをまとめて、街頭に出て宣伝行
動を開始。参加者が交代でマイクを握り、学
習会でまとめた自分の思いを織り交ぜながら、
「３０００万署名にご協力を」と訴えました。

ランチしながら学習
3000万署名訴えよう

　南光支部女性部は、３月３日、かんぽの宿
で「タイルアート」の講習とお食事会を開催
しました。講師は支部組合員の菅原章子さん。
子ども４名を含む19名が参加しました。参加
者からは、「とてもかわいくできた」「充実し
た時間が過ごせた」などの感想が寄せられま
した。

南光支部女性部
楽しさ体験！ タイルアート

好きな絵柄をタイルに貼って作りました♥
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青年部

　

４
月
14
日
（
土
）、
シ
リ
ア

に
対
す
る
軍
事
攻
撃
が
ニ
ュ
ー

ス
で
報
道
さ
れ
、
よ
り
一
層
平

和
へ
の
切
実
な
思
い
が
募
る

中
、
い
わ
て
労
連
青
年
部
に
よ

る
「
９
条
守
れ
！
み
ん
な
で
や

ろ
う
署
名
活
動
！
＆
交
流
会
」

が
盛
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
自
治
体
・
医
療
・
福
祉
な

ど
様
々
な
職
場
で
働
く
青
年
が

全
体
で
21
名
、
県
医
労
か
ら
は

３
支
部
・
本
部
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

学
習
会
の「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

３
０
０
０
万
署
名
の
ス
ス
メ

方
」（
講
師
＝
金
野
耕
治
い
わ

て
労
連
議
長
）
で
は
、
学
習
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
９
条
っ
て
何
？
」
を

視
聴
。
そ
の
後
、
憲
法
９
条
を

絶
対
に
変
え
て
は
い
け
な
い
大

切
さ
や
、
署
名
を
行
う
上
で
、

「
断
ら
れ
て
当
た
り
前
！
」
と

い
う
心
得
を
レ
ク
チ
ャ
ー
さ

れ
、
い
ざ
街
頭
宣
伝
・
署
名
活

動
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

取
り
組
ん
だ
署
名
は
、「
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か

す
全
国
統
一
３
０
０
０
万
署

名
」。
始
め
に
青
年
部
長
が
マ

イ
ク
を
握
り
、
署
名
の
趣
旨
を

説
明
。
続
い
て
、
参
加
者
で

交
代
し
な
が
ら
平
和
に
対
す

る
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。
小

雨
が
降
り
続
く
中
、
約
40
分

間
の
取
り
組

み
で
52
筆
の

署
名
を
集
め

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会

で
は
、
各
職
場

の
紹
介
や
感
想

交
流
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
、

初
め
て
署
名
活
動
に
参
加
し
た

参
加
者
か
ら
は
、「
素
通
り
し

て
い
く
人
が
多
く
を
占
め
る
け

ど
、
耳
を
傾
け
て
署
名
し
て
く

れ
る
数
人
に
励
ま
さ
れ
た
」、

「
何
の
署
名
か
聞
か
れ
た
と
き

に
、
素
直
に
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
３
０
０
０
万
署

名
」
の
達
成
や
平
和
な
未
来
の

実
現
に
向
け
て
、
青
年
部
長
が

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
交

流
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

平和な未来を願う参加者20名

署名を訴える○○青年部委員

青年の呼びかけで52筆集約！

小岩井農場・手づくり村
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新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー

ト
。「
初
心
☆
感
謝
」。
何
事
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
次
の

行
動
に
移
る
時
の
声
掛
け
、
メ

リ
ハ
リ
、
確
認
が
大
切
！
教

わ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
乗
り
越

え
ら
れ
ま
し
た
。
上
司
、
同
僚

に
恵
ま
れ
て
、
人
と
の
つ
な
が

り
に
感
謝
。

一
戸
支
部
　
也（
な
り
）く
ん

　

　

　

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
抱
え
な

が
ら
、
よ
り
良
い
労
働
環
境
を

目
指
し
異
動
し
た
り
、
退
職
し

た
り
…
。
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
辞
め
な
く
て
も
い
い
人
が

毎
年
、
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
る
と
い
う
、
悲
し
い
春

で
す
。
楽
し
く
働
き
た
い
。
忙

し
く
て
も
、
楽
し
く
。

中
央
支
部
　
も
も
ま
ま

　

　

　

医
療
従
事
者
と
し
て
の
使

命
感
だ
け
で
は
、
も
う
や
っ

　

ち
ょ
っ
と
早
い

で
す
が
、
今
年
の

流
行
語
が
気
に
な

り
ま
す
。
な
に
せ

候
補
が
続
々
と
現

れ
て
い
る
、
と
感

じ
る
の
は
、
私
一

人
で
し
ょ
う
か
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
、

ネ
ッ
ト
を
見
て
い
る
と
、
同
じ

言
葉
が
何
度
も
使
わ
れ
、
脳
裏

に
焼
き
付
き
ま
す
。「
モ
リ
カ

ケ
」「
名
誉
校
長
」「
お
友
だ
ち
」

「
首
相
案
件
」「
改
ざ
ん
」
な
ど

な
ど
▼
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

が
昨
年
の
流
行
語
大
賞
を
受

賞
し
、
今
も
飛
び
か
う
「
忖
度

（
そ
ん
た
く
）」。
簡
単
な
、
字

数
の
少
な
い
漢
字
で
す
が
、
普

段
使
わ
な
い
漢
字
、
言
葉
の

１
つ
で
す
。「
忖
度
」
に
対
し

て
、
様
々
な
議
論
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
肯
定
論
は
、「
日
本

人
の
美
学
」
と
い
う
も
の
。
観

光
に
代
表
さ
れ
る
「
お
も
て
な

し
」
の
基
本
は
、
相
手
を
思
い

や
り
、
観
光
客
が
口
に
出
さ
な

３
月
号
パ
ズ
ル

３
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
30
名
の
応

募
が
あ
り
、
29
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

宝
島
、
二
戸
へ
お
で
ん
せ

♪（
二
戸
支
部
）、
た
か
の
マ

マ（
一
戸
支
部
）、
ハ
オ
ニ（
中

央
支
部
）、
は
な
み
ず
き（
東

和
支
部
）、
み
か
ん
娘（
江
刺

支
部
）、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、

二
度
と
飲
む
ま
い
、
折
鶴（
以

上
、
南
光
支
部
）、
み
た
マ

マ（
宮
古
支
部
）

て
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

の
生
活
の
充
実
、
安
定
な
く

し
て
満
足
で
き
る
医
療
が
提

供
で
き
る
で
し
ょ
う
か
…
。

も
う
、
限
界
…
。

大
船
渡
支
部
　
　
　
　
　

　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

退
職
金
が
減
ら
さ
れ
る
な

ん
て
、
時
代
に
逆
行
し
て
い

ま
す
。二

戸
支
部
　
　
　
　
　
　

二
戸
へ
お
で
ん
せ
♪

　

　

　

５
歳
の
息
子
と
初
め
て
映
画

「
ド
ラ
え
も
ん　

の
び
太
の
宝

島
」
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
家

族
が
何
よ
り
大
切
な
「
宝
島
」

だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
明

日
か
ら
も
、
家
族
の
た
め
に
が

ん
ば
る
ぞ
♪

二
戸
支
部
　
宝
島

　

　

　

春
は
出
会
い
も
別
れ
も
多
い

時
。
今
年
度
は
、
ど
ん
な
仲
間

と
出
会
え
る
だ
ろ
う
か
。
ワ
ク

ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
。
気
持
ち
新

た
に
が
ん
ば
ろ
う
。

　
久
慈
支
部
　
　
　
　
　
　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ン

く
て
も
、
や
り
た
い
こ
と
を

お
し
は
か
っ
て
＝
「
忖
度
し

て
」
対
応
す
る
こ
と
だ
と
▼
一

方
の
否
定
論
は
、「
ア
ベ
一
強
」

体
制
の
中
で
官
僚
の
人
事
権

も
握
ら
れ
、
自
ら
の
保
身
の
た

め
に
、
違
法
を
承
知
で
嘘
を
つ

く
、
言
葉
や
文
字
に
は
残
さ
な

い
け
ど
上
か
ら
下
へ
脈
々
と

引
き
継
が
れ
る
、「
忖
度
し
て
」

お
仕
え
す
る
「
官
僚
堕
落
論
」。

公
文
書
で
さ
え
「
改
ざ
ん
」
さ

れ
、「
な
い
」
は
ず
の
文
書
が

次
々
に
出
て
く
る
こ
と
も
。
一

部
で
、
官
僚
の
反
乱
で
は
、
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
実
態

は
闇
の
中
で
す
。「
忖
度
し
て

直
し
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が

な
い
の
は
当
然
で
す
が
、「
改

ざ
ん
」
さ
れ
た
文
書
を
見
れ

ば
、
意
図
は
明
確
で
す
▼
自
分

の
出
世
や
自
己
中
心
的
な
政

治
家
に
「
忖
度
」
す
る
の
で

は
な
く
、「
忖
度
」
す
べ
き
は
、

日
本
の
未
来
、
国
民
の
幸
せ
で

し
ょ
う
。
さ
あ
、
ア
ベ
退
陣
を

遠
慮
な
く
叫
ぼ
う
。�

（
は
）
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◆長野市生涯学習センター（TOiGO・トイーゴ）
◆JA長野県ビル・会議室

基調フォーラム

医療・介護提供体制をめぐる動きと医療研運動
　 パネリスト 横山寿一（公益財団法人日本医療総合研究所副理事長・佛教大学教授）
 依田発夫（元国民医療研究所事務局長）
 北澤彰浩（JA長野厚生連・佐久総合病院診療部長）

５月の予定
１日（火）	 第89回メーデー

３日（木・祝）	 憲法記念日のつどい（岩手教育会館）

19日（土）	 ナースウェーブ集会（県公会堂）

26日（土）	 支部長会議（水産会館）

と　き　6月22日㈮～23日㈯

ところ　ホテル紫苑（つなぎ温泉）

県医労第74回定期大会県医労第74回定期大会

大会代議員・
オブザーバーを
組織しましょう

６月の予定
１日（金）	 看護部会（水産会館）

９日（土）〜17日（日）	

	 2018国民平和大行進

16日（土）〜17日（日）	

	 第45回医療研究全国集会	in	長野

22日（金）〜23日（土）	

	 県医労第74回定期大会（ホテル紫苑）

30日（土）	 第64回岩手県母親大会	in	滝沢

	 （国立岩手山青少年交流の家）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

５
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


